
23.審 判 規定 改 正 に よる柔道 試 合 にお け る組み手への影響

―昭和63年と平成5年 度の全日本選抜柔道体重別選手権大会を比較して―
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1目 的

柔 道 の競技化 に伴 い、 互 いが しか っりと組み合 い、相 手 の出方 を伺 いなが ら

技 を施 す とい う柔 道 の姿は ほ とん ど見 られ な くな って い る。 今 では 激 しい組 み

手争 い の中で相手 に組み 手 を与えず、 自分 が組み勝 っ と直 ちに技 を かけ僅 差 な

りと もポイ ン トを奪 お う とい うものに変容 した と言 え よう。 組み 手 が試合 の勝

敗 を左右す る大 きな要 因の一つ で あ るといえ るため、 近年 にお いて は、 組 み手

争 いが試合 時間 の大半 を費やす こと も珍 しくない。 このよう な現 状 を考え て か

1989年 に講道館 柔道 試合審 判規 定が、1990年 に国際柔 道連盟 審判 規定 が改 正 さ

れ、 柔 道衣 のサ イズの規定 が従 来 のもの よ り大 き くな った。 過去 にお いて 我 々

は、 講 道館柔道 試合審 判規 定で の大会 にお いて審 判規 定改正 の組み 手へ の影 響

にっ いて報告 を行 った。 そ こで今 回 は、 国際柔道 連盟試 合審 判規定 で の大 会 を

対 象 に、 審判規 定改正 によ る組み 手 に及 ぼす 影響 にっ いて分析 検討 す る もので

あ る。

II方 法

1.対 象 と した試合

昭和63年 度 と平 成5年 度 全 日本選抜 柔道体 重別選 手権大 会 にお け る7階 級56

選手 による98試 合 で、 国際柔 道連盟試 合審判 規定 に準 じて行 われ た。

2.分 析 項 目

(1)組 み方:各 選手 を 「右 組み」 と 「左 組み」 に分類 した。

(2)組 み 手:施 技 時 の釣 り手 の位 置 にっ いて 「前 襟、横 襟、 奥襟、 脇、 袖、 肩、

背、 帯、 ズボ ン、 そ の他、 な し」 の11項 目に、 引 き手 の位 置 にお いて は、

「袖 口、 中袖、 奥袖、 脇、 襟、 ズ ボン、 そ の他、 な し」 の8項 目に分類 した。

(3)組 んでい る時間1組 み合 う前 で全 く組 んで い ない時 間 をfA局 面」、2人

の選手 の ユっ ～2つ の手 が柔道 衣を握 って いる間 をfB局 面」、3つ 以 上 の

手 が柔 道衣 を握 ってい る間をrC局 面」、 寝技 に要 した時 間をrD局 面 」 と

して分 類 し、 立 ち技 に関す るA～Cの 局面 にっ いて 分析 した。

(4)組 み手 を嫌 った回数:C局 面 か らA局 面、C局 面 か らB局 面 、B局 面 か ら

A局 面 に変 化 した回数 にっ いて 分析 した。

皿 結 論

講道 館柔道 試合審 判規 定改正 で は、僅 か なが ら組 み合 って い る時 間が長 くな

って いたが、 国際柔 道連 盟試合審 判規 定改正 では、 しっか りと組 み 合 って い る

時 間 は短 くな って い る傾 向 にあ った。 これ は、 国際 ルー ルの罰則 規定 の改 正 に

よ り 自分が組 む と直 ちに技 を掛 け るよう にな り、 互 い に しっか り組み 合 って技

を掛 け合 うとい う試 合展 開 にはな り難 いため と考え る。
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